



































































調査年 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60- 計
1953 22 26 30 25 24 32 28 25 30 27 
1958 17 19 19 18 24 20 20 18 14 20 
1963 13 15 13 15 20 22 27 25 24 19 
1968 8 7 19 22 24 23 24 21 25 19 
1973 28 24 26 30 31 36 34 30 32 31 
1978 26 23 30 26 33 36 40 35 42 33 
1983 38 36 29 31 34 32 36 38 42 36 
1988 44 41 33 30 41 39 45 46 48 42 
1993 41 56 58 51 41 44 43 49 53 48 
1998 41 51 56 45 45 50 46 47 51 49 
B. 「人間が幸福になるためには，自然を征服していかなくてはならない」
年齢階層
調査年 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 5-59 60- 計
1953 23 22 20 22 19 19 23 30 15 23 
1958 39 44 25 34 29 28 34 25 18 28 
1963 43 36 30 33 31 23 21 25 19 30 
1968 39 39 33 34 36 31 30 36 26 34 
1973 11 19 19 19 17 14 15 18 15 17 
1978 12 14 13 18 17 19 16 18 13 16 
1983 5 6 8 13 12 14 13 10 12 11 
1988 3 5 3 5 7 17 15 11 11 ， 
1993 3 3 5 7 7 ， 7 8 7 7 
















20 40 60 首 全 20 40 60 
東 30 50 以 都 30 50 以
凩． 代 代 上 圏 国 代 代上
大きな古い木を見かけたとき，なにか はい 57 51 59 63 71 77 62 82 85 
神々しい気持ちをいだきますか いいえ 37 43 35 27 19 18 30 14 10 
深い森に入ったとき，何か神秘的な気 はい 53 51 55 55 72 73 64 78 77 
持ちをいだきますか いいえ 34 39 32 29 17 18 27 17 10 
山川草木，山や川や草や木など，この
ある 31 24 23 32 44 37 35 35 41 
ようなものに霊がやどっているような
ない 62 73 75 63 44 54 53 56 49 
気持ちになったことがありますか
日の出や日没，また静かな山の中で，
ある 73 78 73 82 79 
改まった気持ちになったりすることが
ない 18 17 22 14 16 
ありますか
人間の自然開発の犠牲になったり，食
糧になったり，実験に使われたりした ある 53 59 50 59 65 






















53 58 63 68 73 78 83 88 93 98 
年年年年年年年年年年
賛成（へる） 30 33 38 40 50 43 48 4 7 51 54 
反対（へらない） 35 34 28 35 22 30 28 26 19 17 
いちがいに
































































































2 0歳台 5 0歳以上 A B C 
中学短大大学 小学高校短大 英和 農学部 農学部
高校専門以上 中学 専門
大学 *1 *2 *2 *1 
大きな古い木神秘惑 あり 51 66 63 83 88 81 86 83 80 85 
なし 37 26 33 12 ， 16 14 17 18 15 
深い森神秘惑 あり 58 58 74 74 81 74 84 85 
なし 31 34 17 15 12 19 14 14 
日の出 H没神秘感 あり 63 77 80 74 84 83 88 93 91 92 
なし 28 20 17 19 12 15 12 7 ， 8 
山川草木に霊 あり 29 33 41 36 41 41 68 62 67 60 
なし 57 52 50 54 52 47 32 38 33 40 
動物に感謝の気持ち あり 48 52 52 64 62 69 84 74 76 76 











































F. 山川草木に霊がいると惑じるか Fl霊がいると惑じる F2惑じない
P. 人間の犠牲になった動物に感謝の気持ちを持つか Pl感謝の気持ち持つ P2持たない
G. 機械化しても心の豊かさ減らないか Gl減らない G2減る
c質問群（人間関係の信頼感）
U. たいていの人は他人の役に立とうとしているか U1人の役にたとうと U2自分のことだけ
V. 人はあなたを利用しようとしているか Vl人を利用しようと V2そんなことない























































































20歳台 30歳台 40歳台 50歳台 60歳以上 合計（人数）
人間重視 少ない (0-2) 37 37 40 39 38 38 (943) 
スケール 多い (3, 4) 63 63 62 61 62 62 (534) 
神秘感 少ない (0, 1) 22 18 13 7 12 14 (207) 
スケール 中間 (2 , 3) 51 38 35 40 32 37 (543) 
多い (4 , 5) 35 44 52 52 56 49 (727) 
信頼惑 少ない (0, 1) 59 60 52 55 53 55 (815) 















スケール 年齢階層 （％） （人数）
人手神秘信頼 20-39 40-59 60- 計
小ノ 少 小ノ ＿延 32 20 100 ( 92) 
小ノ 中 小ノ 36 42 21 100 (201) 
少 多 少 27 43 29 100 (238) 
多 少 少 皐 26 22 100 ( 51) 
多 中 少 34 38 28 100 (125) 
多 多 少 30 42 29 100 (108) 
少 少 多 皐 29 17 100 ( 35) 
少 中 多 34 48 18 100 (127) 
小ノ 多 多 30 40 30 100 (250) 
多 小ノ 多 21 41 皐 100 ( 29) 
多 中 多 37 34 29 100 ( 90) 
多 多 多 15 50 35 100 (131) 
全 体 33 41 27 100 (1477) 
??
表8パターン分類に基づく 4つのタイプの意見の特徴（スケールとの関係）
人間重視スケール 神秘惑スケー ル 信頼惑スケー ル 特徴
タイプ 1の特徴 少ない 多い 人間より自然
タイプ 2の特徴 多い 多い 心あり
（少ない）
タイプ 3の特徴 多い 中間 自然より人間
（多い）


















A. タイプ別「季節感を何で惑じるか」 (%) 
カレンダー 気温の変化 小鳥の鳴き声 食べ物 新緑や紅葉 野山の花
タイプ 1 3 28 7 5 47 10 
タイプ 2 3 34 7 7 41 
タイプ 3 5 38 ， 6 32 
タイプ 4 ， 40 6 8 33 
全体 5 35 7 6 39 
B. タイプ別「畑の被害への対応」 （％） 
廃村も止むなし 生息数を 来ないように 情報が疑わしい
コントロール 学習させる
タイプ l 5 62 1 16 
タイプ 2 4 58 16 13 
タイプ 3 4 63 16 10 
タイプ 4 5 56 15 13 
全体 4 60 14 13 
問： 最近ある地方で，シカなどの野生動物が増えて畑や果樹園を荒らし，農家が困っていると
いう話があります。これについていろいろな意見がありますが，あなたはどう思いますか。
C. タイプ別「餌付けはよいか」 （％） 
自然保良護のため 自然でないので わからない
いこと よくない
タイプ 1 35 57 7 
タイプ 2 45 44 11 
タイプ 3 48 39 12 
タイプ 4 32 59 ， 
全体 40 50 10 
D. タイプ別「絶滅から保護したい生き物の数」 （％） 
保護したい生き物の数
゜ 1 2 3 4 5 タイプ l ， 14 28 21 21 7 
タイプ 2 8 25 33 16 14 4 
タイプ 3 14 32 30 16 7 1 
タイプ 4 19 30 24 16 ， 3 
























持っている なし 大切 大切でない 改まった気持ち なし
タイプ 1 30 67 75 14 87 11 
タイプ 2 39 58 86 6 91 6 
タイプ 3 19 77 67 15 82 14 
タイプ 4 20 78 64 22 67 27 





















20歳台 30歳台 40歳台 50歳台 60歳以上 全体（人数）
タイプ l 26 24 27 25 28 26 (385) 
タイプ 2 20 23 30 29 31 27 (401) 
タイプ 3 25 27 23 24 24 25 (362) 
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The Way Nature is Perceived in Japan, as Reflected in 
Opinion Surveys, with a Focus on the Younger Generation 
Fumi Hayashi 
Abstract 
One of the most important issues confronting human beings nowadays is the problem of the 
environment, including the basic concern regarding what the relationship between man and nature 
should be. Using the results of several opinion surveys, this paper considers the way Japanese, 
especially the younger generation, think about nature. 
Looking at the changes that have occurred in opinions concerning nature, as reflected in the time 
series nationwide survey, the opinion that man must follow nature has been increasing, while the 
large number of the people surveyed stil have a spiritual feeling for nature. A look at the results 
for the younger generation reveals that the percentage of people who have a spiritual feeling is 
smaller, but the percentage of people who think that man must follow nature is larger than in the 
upper age groups. A pre-test surveyed at Toyo Eiwa University and the Faculty of Agriculture at 
S. University shows that the percentage of people having spiritual feeling about nature is greater 
than the percentage of people in their twenties from the nation-wide survey. There were also 
some differences between the two universities in students'responses to a few questions. 
In order for mankind to coexist with nature, we may need to preserve and develop the spiritual 
side of the relationship. It is also necessary to consider the necessity of educating people early 
enough both in a spiritual sense and in a wide informative sense, including knowledge about 
ecosystems, and practical issues related to the preservation and protection of nature. 
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